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５月２６日（水） 黄色い傘の贈呈式を島原市立第三小学校で行いました。

島原市社協では雨の日の交通安全を願って、市内小学一年生を対象に「しまばらん」がプリントされた

黄色い傘を贈呈しています。今年は402名の１年生へ贈呈いたしました。

新型コロナウイルスの感染拡大予防のため、島原第三小学校の原校長先生へ代表して傘が手渡され、

原校長は「大変ありがたい、率直にうれしい。」「子ども達に傘をさす大切さなどを教えたい。」とお礼を述

べられました。また、校長室へ遊びに来た一年生に校長先生が「一年生の黄色い傘だよ。」と教えながら一

緒に傘を見てもらいました。

この活動は赤い羽根共同募金が使われています



40%

36%

12%

7%

5%

54%

33%

7% 6%

社会福祉協議会の事業は
みなさまのご協力により支えられています

※広報用に科目を変更しております

社会福祉協議会の事業は、みなさまからの会費で運営を行っています。特に、
社協会費は地域のみなさんに寄り添った福祉活動を展開するために欠かせない
財源です。みなさんのご協力をよろしくお願いいたします。

事業等の収入

その他の収入

共同募金・社協会費
からの収入

(¥111,596,238)収入
¥208,657,707

支出
¥205,772,196

市などからの委託料等

(¥13,431,522)

(¥69,367,532)

(¥14,262,415)

高齢者のために

子どものために

障がい者のために

地域のために

社協の運営のために

(¥10,464,519)

(¥15,163,727)

(¥22,182,008)

(¥74,752,386)

(¥83,209,556)

地域の困りごと解
決などに活用でき
る。皆様から頂いた
浄財です。

市や県社協から委託された
事業の委託料・補助金収入です。

子どもたち一人ひとりに寄り添い
「その子らしさ」を発揮できるように
支援します。

自立した生活を支えるた
めに、ひとりひとりに寄り
添った多様な事業を行っ
ています。

誰もが安心して暮らせるための
支え合いの仕組みづくり、場所
づくりなどをすすめています。 持続可能な福祉活動を行うため

のマネジメント費用、有明福祉
センターなどの運営費用です。

住み慣れた地域で生活が
送れるサービスの拡充に
つとめています。

社協が提供する
サービスによる
収入です。



最近ではスマートフォンなどで気軽に

防災知識について調べることができま

すが、皆さんは「もしも」の時に備えて

準備しているでしょうか？

今回はSNS上に掲載されている防災

豆知識を実際にやってみました。

ツナ缶ランプ

ドライバーなどでツナ缶に穴を空け、

ティッシュなどで作ったこよりを芯

にしたオイルランプです。

〔 ノンオイルのものは使用不可 〕

※ためしている様子は、社協SNS

（上記、QRコード）からご覧ください。

防 災 豆 知 識

雲仙・普賢岳噴火災害から３０年の節目を迎える今年、

５月３０日（日）島原市・南島原市合同防災訓練が行われました。

当日、復興アリーナ会場にて島原市社協は島原青年会議所

様と共同で車椅子体験を実施しました。

車椅子は普段使用する機会が少ないため、参加された方は

緊張しながら段差の上り下りなど基本的な操作を体験されま

した。参加者からは、「初めて使用した」「段差を上るのが難し

かった」などの声をいただきました。

また、防災グッズの展示・販売をされていました業者様のご

厚意により、車椅子に取り付けることにより、人力車の要領で

移動することができる緊急避難装置「ＪＩＮＲＩＫＩ」を使用させ

ていただくなど貴重な体験をさせていただきました。

島原市・南島原市合同防災訓練への参加

御手水サロン

ふ れ あ い サ ロ ン の 紹 介

今回は、 「 御手水サロン 」 「 杉山サロン 」 をご紹介♪

杉山サロン 講師を招いて健康体操♪

新しいサロンが立ち上がりました♪
今回、三会地区 御手水町で六月からサロン活動を
始められ、これからの取組みについて和気あいあいと
話し合われました。

また、杉谷地区 杉山サロンでは、講師と一緒に健康体操
を行いました。
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権利擁護制度に興味がある方は是非ご参加下さい。

お問合せ
申込み先

島原市権利擁護センター
電話 0957-63-3855

日 時

場 所

参加費

令和３年9月1日（水） 14：00～16：0０

島原市福祉センター （霊南１丁目１７）

無料

詳しくは 島原市社協 検索 又はお電話で

受 講 者 募 集

点訳ボランティア養成講座

点訳ボランティアとは
視覚障がい者の方へ、書籍や広報紙、

新聞などの内容を点字にして伝える活動です

お問合せ
申込み先

島原市社会福祉協議会
電話 0957-63-3855

日 時

場 所

9月１０日(金)～11月１２日(金)
毎週金曜(全10回) １３時～15時

島原市福祉センター

受講料 無料 (別途テキスト代 756円)

9月３日(金)
※募集人数が少人数の場合は中止します。募集締切

・成年後見について知りたい方
・後見人の活動に興味がある方 など

島原市社会福祉協議会 職員採用のお知らせ
令和3年10月1日付採用の職員を募集しております。

職 種 事務局職員 （正職員）

必要な資格 社会福祉士・普通自動車運転免許

採 用 人 数 １ 名

業 務 内 容 社会福祉事業全般に関する業務

募 集 締 切 令和3年8月16日（月） ※17時必着

詳細は本会ホームページに掲載しています。必要な方はご連絡ください。

お問合せ先島原市社会福祉協議会 ☎0957（63）3855(担当：杉永)


